
福岡市立博多工業高等学校

ふりがな ふくおか　てつろう 学校自己評価 学校関係者評価

氏　　名 福岡　哲朗

4　年

ふりがな よしづみ　まさたか

氏　　名 吉積　正孝

具体的方策

※　学校自己評価は，５段階評価（Ａ…目標を大幅に上回る達成度,Ｂ…目標を上回る達成度,Ｃ…目標どおりの達成度,Ｄ…目標を下回る達成度,Ｅ…目標を大幅に下回る達成度）で成果や取り組み状況等について記入すること。
※　学校関係者評価は，学校自己評価について５段階評価（Ａ～Ｅ）で評価すること。

修学
支援

各部活動生が目標を明確にし、主体的に楽しみながら取組みができるよ
うな環境や場面を設定し、部活動の活性化を図る。

生徒の主体的な取り組みの推進および自己
指導力の育成生徒

指導
・

特別
活動

生徒会の専門委員会や実行委員会が中心となり運営を行うことで、生徒
一人一人が主体性を持って学校行事に取り組む態度を育む。

様式１

校長本校在校年数

学校長

昨年度の成果と課題

令和８年度　学校評価報告書１　　（　　計画段階　　・　　実施段階　　）

学校関係者
評価委員会
委　員　長

【教育方針】
　校訓「質実剛健」の精神を継承し、全教職員の参画と実践を通して生徒に自信と気づきを与え、自らの手で未
来を切り拓ける工業高校生徒の育成を目指す。

【教育目標】
（１）「安全第一」を最重要視する。
（２）「ものづくりの心」を基盤として、深い専門性、幅広い視野、自律的に学ぶ力、リーダーシップと共感
力、そして「ややこしさ」を楽しむ力を養い、これからの社会で活躍できる次世代人財を育成する。
（３）人権教育を推進し、個人の価値や尊厳を大切にして、互いの人格を尊重する意識・意欲・態度を養い、実
践行動ができる生徒を育成する。
（４）礼儀や秩序、規律を重んじ、勉学や部活動に勤しむ学校文化を創造し、誇りや自信を持った生徒を育成す
る。
（５）進路実現（進路保障）をメインテーマとし、ものづくり・資格取得・部活動を活性化することで、生徒を
磨く。

　
　
（１）新たな博多工業高校の創造
　　  「令和９年度スクールポリシー：未来を創る次世代人財育成拠点」を見据え、本市産業の未来を担う人財育成の「核」
　　　として、他校にはない独自の魅力を磨き上げ、社会から選ばれる学校づくりを推進する。
（２）組織的学校運営
　　　全職員が縦横に相互に柔軟に連携することで、教職員のもっている力を結集し、組織的に生徒の指導や校務運営に
　　　あたる。
（３）危機管理の徹底
　　　本校の強みである教職員の「察知する感度」をさらに研ぎ澄ます。日常的にリスクを想定し、安全で安心な教育環境を
　　　組織として維持する。
（４）業務の棚卸
　　　上記（１）から（３）を具現化するため、学校全体、部・学年・学科・教科・委員会、そして一人ひとりが業務を洗い
　　　出す。より良い教育活動へ転換するための戦略的な整理を行う。

評価（総合）学校経営方針・学校教育方針

時間を意識し、自律的な学習を進めることができるよう意識付けを行
う。

取組状況・成果・課題
学　校
関係者
評　価

学校関係者評価委員会からの
意見等 今後に向けての方針・改善点

観点別評価を生かした授業と評価の一体化推進するための研修等を実施
し、全職員の共通理解の推進を図る。

◎成果：①生徒が安全第一を意識した学校生活を送れている。　②資格取得者が増え、ジュニアマイスター認定者が増加した。　③進学・就職共に生徒の希望進路を達成できた。　④支援が必要な生徒に対し、きめ細かな対応ができている。
◎課題：①学校改革に向けて、全職員の共通理解と意識の統一　②ＳＮＳトラブル未然防止に向けた指導　③早期離職の防止　④総合型選抜に向けた進学指導　⑤校外の人権研修への参加者の増加　⑥働き方改革に向けた対応

評価
項目 目標

目標及び具体的な方策等
学校自己評価

生徒の進路実現に向け、求人事業所への積極的な訪問活動を行い企業の
選択の幅を広げる。

進路
指導

生徒会・部活動の活性化

生徒の職業観や勤労観を育むとともに、主体的に進路を選択する体系的
なキャリア教育の在り方を検討し、実施する。

確かな進路実現（就職指導）

確かな進路実現（進学指導）

各学年に応じた進学ガイダンスや外部機関との連携した進路学習等を実
施し、生徒の進路探究学習の充実を図る。

国公立大学の学校推薦型選抜（工業系）や総合型選抜に対応できるよ
う、情報収集を行うとともに指導体制の構築を推進する。

　

各学科の特色を発揮するための授業・教育課程の検討を行い、各学科の
専門性をアピールする公開授業や出前授業、各種イベントなどの企画運
営を行う。

学科横断的な取組みや外部との連携を推進し、課題研究の充実および知
識・技術における専門性の向上を図る。

生徒一人一人の自己実現に対する支援の充
実および実践的な行動につながる人権教育
の推進

可能性及び能力を最大限に伸長させる授業
への取組み

工業
特色

生徒の資質・知識・技能向上のため、組織的・計画的な指導計画を検討
し実施する。

規定・規約・心得の見直し・検討を生徒の意見を取り入れながら行い、
生徒の規範意識の涵養を図る。

教育
課程
・

学習
指導

今年度の重点目標学校名

SCやSSWとの連携を強化し、生徒や保護者に寄り添ったきめ細やかな支
援を推進する。

「ものづくり」技能・技術の向上に向けた
工業各科の授業・実習内容の向上・見直し

授業規律の向上

教室環境の整備および整理・整頓を徹底し、安全第一を大事にした工業
教育に取り組む。

個別最適な学びへの取り組みを推進するために、多様な学びの在り方や
個々の生徒の興味関心や進路希望に沿った支援の在り方について研修等
を通して教員の共通理解を図る。

教職員の人権教育研修の充実をはかり、互いの人格を尊重し、実践行動
のできる人権教育を推進する。

いずれかを○で囲む

合い言葉：「未来を創る工業高校として尖る」


